
１．研修会に参加された理由をお答えください．
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一般社団法人　静岡県作業療法士会　平成26年度 第２回 学術部研修会
「福祉用具研修会」～OTが把握しておくべき福祉用具の知識と専門的視点～

日時：平成26年10月5日（日）　10：00～13：15　（台風のため途中で中止）　　　　

参加者：77名　　　アンケート提出者：76名　　回収率：98.7％

アンケート結果

開催場所：中東遠総合医療センター

68% 

22% 

5% 4% 1% 
内容に興味が

あったから 

今後の業務に必

要だったから 

講師が有名だっ

たから 

ポイント取得のた

め 

34% 

54% 

5% 7% 0% 
理解できた 

少し理解できた 

どちらともいえな

い 

少し難しい 

83% 

17% 0% 
活かせそう 

どちらともいえな

い 

あまり活かせそう

にない 



４．今回の研修会について感想およびにご意見等ご自由にお書き下さい．
＜とても勉強になった（7）＞
•色々考えさせられることがありとても勉強になりました。
•資料もわかりやすく、とてもタメになる研修会でした。ありがとうございました。
•途中で終了してしまったことは残念でしたが、自分で資料を読んで考えていきたいと思います。
•短い時間でしたがとても勉強になりました。
•貴重な講義を聞くことができ、ありがとうございました。
•とても分かりやすく興味深い内容でした。ありがとうございました。

＜再度、宮永先生の話を聞きたい（16）＞
•再度、宮永先生のお話を聴ける機会を設けて頂けたらと思います。
•もっと宮永先生のお話を聞きたかったです。
•もう一度研修を受けたいです。
•また改めて講義を聞きたいと思いました。
•またご指導いただきたいと思いました。
•とても興味深いお話をありがとうございました。
•とても興味深かったので午後のお話を聞けなくて残念です。また講義を聞きたいと思います。
•とてもタメになったので午後の講義も聞きたかったです。
•また是非開催して欲しいです。ありがとうございました。
•とても良かったのでずっと聞きたかったです。
•丁寧にわかりやすい話で日々の悩みが解消し、とても良かったです。
•午後の事例の話を聞けず残念でした。
•午後に予定されていた具体的な導入事例が聞けずに残念でした。
•事例について学べなかったことは残念でした。
•途中で終わってしまい残念ですが、また機会を作って頂きたいです。
•午後の講義を聞けず残念でしたが、もう少し福祉用具の種類について聞きたかったです。

＜国や制度、今後のOTの方向性がわかった（54）＞
•今後の国の方針が確認でき、改めてOTの役割の大切さを実感しました。
•OTが自信を持って働くためにも、社会に認められて働くためにも現場と全体を知った上で意見交換
し、今後について考えていくことが必要だと思いました。
•今後、高齢者が増加し介護保険費用も増大している中、日本がどのようになっていくのか不安にな
りました。
•健康寿命を延ばすために介護予防に対してOTが関わることが出来るのではないかと感じました。
•今までは国の施策に関心を持っていませんでしたが、OTの方向性を知るためにも情報を収集しな
くてはならないと感じました。
•社会がOTに何を求めているか、OTが社会に対して何をしていかねばならないのか、考えることが
出来ました。
•介護保険下でのOTの役割やリハビリに対しての考え方など参考になることが多く良かったです。
•介護保険と絡めながら福祉用具の活用目的について学べました。
•福祉用具ネットワークシステムを活用しながら、自己学習もしていければと思います。
•すべての講義を聞くことが出来ず残念でしたが資料を読んで勉強をしたいと思います。
•国や県、協会の動きまで幅広い内容で大変勉強になりました。
•時間は短かったですが、福祉用具から介護保険制度まで学べて良かったです。
•制度的なものが苦手なのでお話を聞けて良かったです。
•急性期病院ではがんや内部障害の方、40歳未満の方への地域支援は上手くできていないと感じて
います。
•現場に行かないOTが福祉用具の提案をしてもケアマネに信用されない感じもあります。
•OTも地域や介護保険領域で働くべきで、もっと福祉用具の勉強をするべきだと思いました。
•今後OTとしてアプローチする上でとても大切な内容だったと思いました。
•退院後のサービスに頼るのではなく、福祉用具の導入でより自立した生活を送る支援をしていくこ
とが大切だと感じました。
•OTとしてその人らしさを発揮させるために生活目標をより具体的に考えて支援を続けていきたいで
す。
•介護保険制度について講義を受けたいと思いました。
•OTは生活行為を向上させるアプローチをするという基本を改めて教えて頂き、今後の私の軸に
なった気がします。
•OTとしての関わり方を考えさせられる研修会となり、福祉用具の利用も見直す部分に気付きまし
た。
•OTとしてやらなければいけない事、OTの素晴らしさを改めて実感しました。
•福祉用具だけではなく、制度や社会状況をしっかり知っておくことも大切だと改めて思いました。
•退院時、本人が望む生活や重要な作業が自宅でも継続して行えるように担当者会議やケアマネに
対して、OT視点での環境設定やサービス利用の提案を行っていく必要性を改めて感じました。
•OTにどんなことが求められているのか、どんなことを支援するのかを学ぶことが出来ました。
•OTとして対象者の生活行為が向上するように、その人らしい生活ができるように様々な方面から支
援していく必要があることを学べました。
•OTが活躍していくべきところが多くあることが再確認できました。
•OTとしてその人がその人らしく生活していくために自分に何ができるのか、何をするべきか深く考
え、支援していきたいと感じました。
•OTとして今後行っていくべきことを学べました。
•業務に追われる毎日ですが、OTとして誇りを持って今日学んだことを生かしていきたいです。
•違った視点からの意見が聞けてとても貴重な研修でした。
•学んだことを生かすために予防リハ、OT役割、ニーズなどを調べたいと思いました。
•福祉用具の使い方に偏りがちだが、それを取り巻く物理的・法的な環境からわかりやすく説明して
いただき大変参考になりました。
•その人らしく生活するために、その人が何を希望しているのかを引き出していけるよう支援していき
たいと思います。
•明日から自分の業務や考え方、視点を変えていきたいです。
•今後は県士会として、個人として、市町村の行政との関わりが重要であると感じました。
•急性期OTで悩んでいましたが、今後の国の方針や状況を知ったことでOTがするべきこと、考え方
が見えてきました。
•福祉用具を選定する前にOTとして何が必要か改めて考えさせられました。
•利用者が主体となり生活を送るためにもOTとして評価を通し、見据えていけたらと思います。
•具体的事例について聞けなかったのは残念でしたが、生活行為の向上に取り組む意欲が持てまし
た。
•OTとして生活行為をどう見るか、どうマネジメントしていくかの視点が勉強になった。
•福祉用具の研修会はあまり多くないので、また次回も開催して頂けると嬉しいです。
•最後まで講義を聞けず残念でしたが、福祉用具の使い方やOT視点、OT役割を見直すことが出来
て勉強になりました。
•OTとして出来る事、しなければならない事を先生のように熱意を持ったOTが増えることを期待しま
す。自分もそうでありたいです。
•OTは何をする人か？対象者の対応は？など改めて考えさせられました。
•午前の講義でOTとしてやるべきことが整理できて良かったです。
•これからの実務は生活行為向上に向けて取り組んでいきたいと思います。
•自分の知らない制度の勉強、OTの在り方について知ることが出来て良かったです。
•OTの役割や、求められていることの再考が出来ました。ありがとうございました。
•医療・介護の制度体制について講義していただき、OT役割がイメージしやすくなりました。
•更新されていく情報を取り入れながら、対象者らしさを保った生活をサポート出来るよう関わってい
きたいです。
•臨床とは違った考えが聞けて良い刺激になりました。今後も行政OTの話が聞けたらと思います。
•アセスメントとエンパワーメントが出来るようなOTにならなければならないと感じました。
•OTの専門性と自信UPに繋がりました。
•介護保険が改正され、在宅が重要になってくると思いますので、OTらしさを生かしていければと思
います。

＜生活行為向上マネジメントを知るべき（3）＞
•生活行為向上マネジメントについても知らないといけないと思いました。
•生活行為を向上させるための知識を身に付けないといけないと感じました。
•今後、OTが生活行為向上マネジメントを使って福祉用具を使いこなしていく意義が良くわかりまし
た。

＜その他（3）＞
•福祉用具の使用方法がわからないのでもう少し知識をつけたいと思います。
•機会があれば同じようなテーマでの勉強会を開催していただきたいです。
•介護ロボットについても詳しく知りたかったです。
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